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が，全 13 回の調査のうち 6 回．また，ダム下流地点とその他の地

点となったのが 4 回であった，このことから，各調査地点は流下

方向に従い，ダムの影響を受けないと思われる地点，ダムによる

冠水の影響を受ける地点，ダム下流側の地点と，水生昆虫群集の

構造に違いが現れていることがわかる．また，2007 年調査の結果

ではダム直上地点と他の地点が完全に別のクラスターを作った．

つまり，ダム上流地点①’①とダム下流地点⑤⑥の間にも，地点②

③④と同等以上の類似性があることが示されている． 
すべての調査回をまとめてクラスター分析を行ったところ，各

調査地点がまとまる傾向があり，ダム直上地点とその他の地点が

大きく分かれる結果となった．また，地点②③④は地点に関係な

くクラスターが形成されることが多いのに対し，地点①’①⑤⑥は

地点毎に形成される傾向がある．これは，地点②③④がダム湖の

水位変化による攪乱の影響が大きいので，時期による群集構造の

変化が卓越するのに対し，地点①’①⑤⑥は空間的な勾配が大きく

なるためであろう． 
2007 年の除歪対応分析の結果を図 4 に示す．第 1 軸のスコアの

絶対値が大きい主要な種の中で，正値をとったものはヒメトビイ

ロカゲロウ，モンカワゲラなどであり，負値をとったものはコガ

タシマトビケラ，シマトビケラであった．図 5 にヒメトビイロカ

ゲロウ，シマトビケラの第 1 軸に沿った個体数分布を示す．ヒメ

トビイロカゲロウは地点①’⑤⑥を中心に生息しており，またコガ

タシマトビケラはダム直上地点を中心に生息している．同様に大

きな正値のスコアをもつ種はダム上流，下流地点を中心に生息し

ているものが多く，負値をもつ種はダム直上地点を中心に生息し

ていることから，第 1 軸はダム直上地点とその他の地点との間の

環境の勾配を示していると考えられる．第 2 軸では第 1 軸でスコ

アが 0 に近かった種の中から絶対値の大きいスコアを得るものが

現れ，地点①’とダム下流地点を両端に大きく分ける結果となった． 
2008，2009 年の結果を図 6 に示す．第１軸において大きな正値

のスコアをもつ種と，負値をもつ種の代表としてタニガワカゲロ

ウとチラカゲロウの個体数分布を図 7 に示す．2007 年同様，正の

スコアをもつ種はダム下流を中心に生息し，負のスコアをもつ種

はダム直上を中心に生息していたため，第 1 軸上でダム直上地点

とダム下流が分かれる結果になった．また，ダム上流地点はこの 2
つの集団の中間に分布しており，ダムの影響を受けない地点を中

心に，ダム直上と直下で正反対の群集構造をもっているようだ． 
４． まとめ 
 ダム周辺の水生昆虫の群集構造は，ダム上流とダム下流で分か

れるのではなく，ダムの冠水の影響を受けるか否かで大きく二分

される結果となった． 

図 3 クラスター分析結果 

（2009 年第 1回調査） 

図 4 除歪対応分析結果(2007) 

図 5 ヒメトビイロカゲロウ, 

コガタシマトビケラの分布(2007) 

図 6 除歪対応分析結果（2008 2009） 

図 7 タニガワカゲロウ， 

チラカゲロウの分布(2008 2009) 
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